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3．5　幕末 か ら明治前期の 加賀 の 国米政策
　 　 　 　 ぜ に や ご へ え 　 たか だ きゆ う べ え

　　　　 銭屋五 兵衛 と高 多久兵衛
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　　Former　Term 　of 　Meiji
，

“

Gohei　Zeniya　and 　Kyuhbei　 Takada ”

中 川 　 　健 （な か がわ た け し）

　 石川県農林水産部耕地建設課　部参事

1．　 銭屋 五兵衛 　河北潟 埋 立工 事で獄死

　銭屋五兵衛は 三 男要蔵 を施主 として 河北潟埋立工

事 を嘉永 2 年 （1849）に着工 し ， 同 4 年正式認可を

得 て 工事は本格的 とな る 。

　事件は翌 5 年 7 ．月， 潟 に 死魚が浮 き 8 月に 入 り激

増 し た こ と か ら表面化 し た 。 沿岸村民 は 銭五 の 埋立

工 事で毒物を投入 した と騒 ぎ，藩は原 因を追求せ ざ

る をえ な くな っ た 。

　藩 は工 事関係 の 雇人 か ら取調 べ をは じ め ， 投毒の

疑惑 あ りとして 9 月早 々 か ら銭屋一族 を検挙 し た 。

高齢 の 銭五 は ， 否認 の ま ま同年 11月獄死 ， 翌年 6E
　 　 　 た く け い 　　　　　　　　　　　　きよ う しゆ

要蔵 は磔刑（は りつ け）， 梟首 （さ ら し くび） と な っ

て 工 事は 完成 を見 な か っ た 。 そ の 後，河北潟 に は 明

治 34年（1901）ま で 新開は な く， 50年余の 空 白とな る。

　 1，1　 河北潟の新開方法

　河北潟は，蓮湖，大清湖 とも い う。 大湖で あるが

水深 は浅 く， 沿岸村民 は小 舟に よ る漁で し か 利用 さ

れ て い な か っ た 。
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写 真
一 1　 銭屋 五兵衛

　潟沿岸に瘤 の よ うな入 江が多 くあ り， こ れ を 「不

湖 」 また は 「フ ゴ
」 と 書 く。 元禄元年 （1700）， 唯

一
の 排水河大野川 の 大改修で河 口 に新川 を完成した 。

潟 の 水位 は低下 し ， 水面 が縮少 した 。 潟縁部 の 新開

は ，
フ ゴ の 沖積作用 と排水の 進展 に よ る干拓が最も

顕著で あ っ た 。

　第二 の 方法 と し て ，浅瀬 で 短冊状 に周 りの 土を掘
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 うね だ

り上げ開田す る方法があ っ た 。 こ れ を畝 田 とい う。

溝 は ハ ダ コ と もい い ， 田舟で 肥料や稲 の運鍛等に利

用 した 。

　上記 2方法 の 新 開が限界に達 した時 ，

一
定 の 水深

　 　 　 　 　 　 　 　 そ　 だ

に杭を打ち杭柵か 粗朶で 囲 っ て 埋立 する方法があ る 。

　 　 　 　 　 　 　 なみ よけ ひ ら

こ れ が ， 銭五 の 「波除開き」 で あ る。 し か し こ の 方

法は ，沿岸漁民 に と っ て 良好 な漁場 を追われ るな ど

公害 と し て猛烈 な反対 が あ り，ほ とん ど途 中で打切

られ た。

　 1．2　潟 縁新開の歴 史

　現存す る記録 は ， 正 保 3 年 （1646）が最古で あ る 。
，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 つ な の り

こ の 前年， 加賀藩 5 代藩主に 綱紀 が継承 し て い る 。

綱紀は 「改作法」 の 実施者 で あ り，「政治 は一に加

賀，二 に 土 佐」 と称揚 され た名君で あ っ た 。

　新 開 の 記 録 と し て ，天保 8 年（1838）の 「河北潟潟

縁新開見取図 」 が あ る。見取図は，延 宝元年（1673＞

か ら天 保期 ま で の 160 年余 が集録 され て い る 。 開発

の 件数を年代1頃に 追 っ て み る と
， 寛文 ・延 宝期（1660

〜1680年代） に着手 され た新開が圧倒的に多い
。 そ

の 後は ま ば ら で ， 享保 9 年 （1724）か ら 文化 4 年

（1807）の 約80年間はな い 。

　1．3　加賀藩 の米中心経済

　金沢市に は，毎年 6 月に 「加賀百万石 ま つ b」 と

い うイ ベ ン トが あ る 。 禄高が百万石 で ， 創始以来廃

藩まで藩主が変わ らな か っ た誇 りと， 初代藩主前田

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 土 と基 礎，39− 3 （398＞

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Geotechnical Society

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Geotechnlcal 　Soclety

図
一1　   　文政 9年 の 河 北潟 ＠　明治42年の 河北潟

利家 が天正 11年 （1583） に金沢城 へ 入城 した こ とを

記念する祭 りで あ る 。

　 い ずれの 藩 も， 確立期 は米中心経済で あ っ た こ と

は言 うま で もな い 。 3代藩主利常 も米中心 で あ っ た

が ， 他藩 に な い 「改作法 」 な る政策 を確立 し綱紀に

断行 させ た 。改作法は ， 慶安 4 年 （1651）か ら 6 年

間で 実施 し た。

　改作法 の 概要は 下記 の よ うに な る 。

　  知行制度 給人 （知行所 を与 え られ た家臣）

　　　が ， 直接知行所 の 百姓か ら租税 を と り， 労役

　　　を徴 し ， あ る い は 直接交渉をもつ こ とを一切

　　 　禁止 。

　  土地制度 精密な 検地 で 隠田 （か く し 田）を
　 　 　 　 　 　 　 て　あげ だか

　　　摘出 し，手 上高 （収穫を高 く見積 る ）に よ り

　　　村の草高 を決定 。

　  　租税制度　
一
村平均免 （村の 税率 を

一
定 す

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 じ よう め ん

　　　る）， 手 上免 （税率を上 げ る ）を も っ て 定 免

　　 　（年 の豊凶 に よ り税率を変 え な い ）。

　  　百姓助成制度

　  の手法 と し て 「改作奉行」 を お き， そ の 下 に
　 と　むら

「十村」 （大庄屋）を お く。 す な わ ち
， 租税 の 直接支

配で あ る 。 ま た   ，   は ，
「田地割制度」 とし て 明

治期 の 田区改正 に影響 を与えた。

　藩財政 を江戸中期で みれ ばおお むね次の よ うにな

る 。 こ の 頃の加賀藩 は ， 石高 130万石 あ っ た 。 使途
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　 は ， 家臣の 知行米 ， 社

　 寺 ， 十村 へ の扶持米な

　 どで80万石 ， 残 り50万

　 石 は 五公五民 と して 本

　 百姓分25万石 ， 藩米 25

　 万石で あ る e 藩米は ，

　 諸入用 を差引 き10〜13

　 万石 が経常収入 で ， 江

　 戸表 へ 3 万石，10万石

　 前後を大阪 へ 送 っ た 。

　 　 　 　 　 の ぼ せ

　 こ の 大阪登米 が海運業

　 者木谷，島崎，銭屋 ら

　 を豪商に育て た 。

　　 藩財政は 元 禄 5 年

　　（1692）頃か ら傾き は

　　　　 　　　　　　 　　 じ め る。低成長期 に 入

　　　　　　　　　　　　 っ た米中心 の 藩財政 に

とっ て ， 風水害の打撃 は大 きく，大阪登米が 1万 石

に な る こ ともあ っ た 。 そ の 根源 と して ， 新田開発 に

よ る川幅 の縮少や山林原野 の 開拓 が原因 とすれ ば皮

肉な こ と で ある。

　他藩 で は ， そ ろ そ ろ 商品経済 に 目覚め る が ， 加賀

藩 で は うま く移行で き な か っ た。例 え ば，薩長 を は

じ め とす る 西 南諸雄藩 が
， 経世家海保青陵 の 教 え

「国を富ますが治国 の 始 ま りな り」 の 教 えを 受 け，

絶対主義的経済体制 をっ く りあげて ゆ く。 加賀藩は

文化 2 年 （1805）に青陵 の教 えを直接受 けなが ら，

　 　 　 　 ぬ しづ け

産物方 の 主附 （加賀藩 の 執政は， 8 人 の 年寄衆に よ

っ て あた っ て い た 。 主附 とは年寄が部門別 に もつ 責

任者 をい う） の 設置廃止 を繰返 し た。そ うし て 天保
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ひ で ざね

8 年 （1837 ），時の 権力者奥村栄実 に よ っ て 青陵 の

思想 は加賀藩か ら消 え た e なお ， 奥村 と銭五 との 出

合 い は天保 11年 （1840） 7 月 で あ る。

　奥村藩政 には ， 反抗す る
一

派 が あ っ た 。 上 田作之

丞
一派で あ る。上田 の政 治結社 を 「黒羽織党」 と呼

び ， 民衆か ら怖れ られ た 。 奥村が 天保14年 （1843）

に 死去す るや ， 黒羽織党 員を中心 に藩政 にあ た る が ，

大 きな改革 もな く前政同様で あ っ た 。

　藩 の 要職に あ っ た黒羽 織党員は ， 安政元年（1854）

突如 と し て 罷免 され た。政敵奥村 と関係 が深か っ た

銭五 の 疑獄事件に 関係 し て い た。銭五 の 密貿易の 外

聞を恐れ ， 河北潟投毒事 件に託 して抹 殺 した との 説
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で あ る 。

　 1．4　豪商がなに ゆえに河北潟埋立 を

　銭屋 五 兵衛は ，安永 2 年 （1773）11月加賀国宮腰

町 （現金沢 市金石 町 ）上越前町 で 長男と して 生 まれ

た。幼名 を茂助 と い う。17歳 に して ， 7 代目銭五 と

な る 。
こ の 頃は ， 手堅 い 醤油製造 と質商を営み ， 宮

腰 で は 旧家 に属 し た 。

　銭 五は ， 文化 8 年（1811），
120石積 3 人乗 り船 の

入手 に よ っ て 海運業の 世界 に入 る 。 最盛期 に は ， 大

小 あわ せ て 200艘以上，支店数 が全 国に 34箇所 あ っ

た 。 銭五 は 1 代 で 巨大 な富を築 き ， 加賀藩 で隣村粟

ヶ 崎の海運業木谷藤右衛門 ， 島崎徳兵衛 に 次 ぐ第三

の 豪商 とな っ た。 こ れ も藩 の 権力者奥村栄実 との つ

な が りが あ っ た か らで あ る 。 また ， 御用金上納 は藩

職 の任命 に つ な が っ た。銭五 らの 北前船業 は大繁盛
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 か 　 い

し， 藩米 の 運搬等で大阪 ， 江戸 ， 東北， 蝦夷地 （エ

ゾ） と進出 し て い た 。 銭五 は ， 天保 5 年 （1834）に

南部藩，津軽藩の 財政 に も参与 す る に い た る 。
こ の

頃 ， すで に密貿易 に 手 を染め て い た と い わ れ て い る

が確証 が な い 。

　銭五 へ の 御手船裁許 は明 り ょ うで は な い が ， 弘化

2 年 （1845）の 1539石積 「常豊丸 」 新造 の 頃と思わ

れ て い る。し か し ， こ の 自慢 の 御用船は 嘉 永 元 年
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の 　ろ　し

（1848）， 能登半島突端狼煙沖 で難破 し た 。 こ の 頃か

ら運 勢は反 転 し た よ うだ 。 翌 2 年頃 ， 御手船裁許 は

手 を離れ て い る 。

　銭五 は ， 海運業 の み で な く農地 の 買入 れ ， 道具類

の 買 占め もや っ た。こ の 農地 へ の 執着心 を才気 あ る

三男要蔵 に託す。嘉永元年 8 月 の 当村以外 の 者 で も

農地 の 新 開は 可能 ， と の お触れ を見逃 さなか っ た 。

翌 2 年要蔵名に て改作奉行 に河北潟新 開を申請 ， 高

2900 石 を仰渡 され た。要蔵持高は ， 100石 に付き25

石 引 きの 2175 石 で あ る ． 翌 3 年 ， 地元 の 反抗を避

け て藩は 元年の お触れ を撤回 し た。

　 し か し，銭五 の 豊銀 が もの を い っ た。上納金 と し

て ， お触れ撤回 の 直後 ま で 230貫余 を出した。藩は，

要蔵 を開発主付っ ま り主催者 とせ ず，木谷 ，島崎 と

と もに 出資者と し，石川郡新田才許曾谷村文右衛門

を主付 に任命 し て ， 嘉永 4 年（1851）8 月許可 し た 。

　木谷 ， 島崎は持 ち分 を近村 の 土詰人 足 頭を使用 し

て 工 事 を施工 し た 。 こ れ に対 し ， 銭五 は 土木工 事 を
　 　 　 　 　 　 　 ほ ）だ つ

専門 と す る能登宝立 の 理 兵衛を使 っ た。 こ の こ と が
，
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沿岸村民の 感情 を害 し た よ うで あ っ た。

　沿岸村民 との 間に感情の もつ れ が あ るな か
， 潟 に

死魚が浮 く。 銭屋
一
族検挙の 前に 工 事関係者を調 べ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 くさみ ず　 　　 　 　 　 ご　 う　 な

た結果，石灰 に越後 の 臭水 の 油 ， 寄居虫 の 油，樺太

産 の ア イ ゴ 油を混ぜ た と白状させ た 。 油の 使用目的

は石灰俵に耐久力 をつ ける た め との説 があ る が ， 効

果 は不明で あ る 。

　銭五 の訊問で は ， 石灰は 土質こ う着の た め との 証

言 をと っ た が
， 工 事関係者 自白の ア イ ゴ 油は樺太産

との 密貿易容疑 は否認 し た 。 確証 を得 られ ず して ，

刑 を断行 し た黒羽織党率 い る姦永政権は ，投毒，密

貿易の ほ か ， 会津藩 の 山林買占め の 嫌疑 ももっ て い

た 。 特 に密貿易 は ， 幕府 か ら の 追求 を未然 に防止 し

た か っ た よ うで あ る。

2　 高多久兵衛の 田 区改 正

　石川郡上安原村 （現金沢市）に お い て ， 高多久兵

衛 が実施 し た 1 村全耕地 60町歩余 の 「田 区改正 」 は
，

石川式耕地整理生み の 親 と し て ，また耕地整理法成

立 に重要な役割を果 た した人物 と して有名で あ る。

　こ と の 発端は ，明治20年 （1887） 1月 内務省で開

かれ た地方官会議に県令高村高俊が出席し ， 権少書

記官桶田魯
一一

の 欧米農事視察談 を聞 い た こ と に は じ

まる。県令は帰庁後 ， 郡 長会議で実施を要請 した 。

石川県農業 の 中心 ， 石川郡 の 安達敬之郡長は 勧誘す

る も希望者が な く， 模範 と し て 郡立模範農場で 実施

した。結果 は ， 2 町 8 反で 筆数は 122筆か ら 42筆に

減 じ ， 増歩率 も 7．8％ の成果 が上 が っ た。 こ の よ う

に ， 行政の 積極的態度に もか か わ らず応 じる者がな

写真
一2　 高多久兵 衛
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固 舊 區 田 射 原 麥 よ．郡 川 石

　

　

　　　　圖 正 改 塵 宙 材 原 安 よ 那 」η石 　　9　 塞

　　　　　　典 　ビ ＿ 哲 御 垂薯

驫鑼欝
　　　　　　　　　　　写 真

一 3　上安原村田区改正新旧図

い こ とか ら， 郡 長 は篤農家 と し て 知 られ て い た久兵

衛 を説得 し た の で あ る
。

　久兵衛は ，明治 14年 （1881）に 200 間 の 水路改修

で 干害を解消 し た こ と が ある。か ね て の念願 が今こ

そ達せ られ る と喜び ， 村内の 地主 に実行 を促 し た。

瓢 arch 、1991

写 真
一4　 田 形改良方定約證

地主 の 消極的賛同を得て 21年 （1888） 3 月着工 し ，

6 月末完成 した。工事 の 成果 は ， 2 町 7反弱の 増歩

と1329 筆 の 減筆 とな っ た 。

　2．1 明治維新後の 経済 と農業

　慶応 3年 （1867）の 大政奉還 後 ， 現在 の石川県 の

全容が定ま っ た の は明治 5 年 （1873）で あ る 。

　経済 の 展 開は ，

「地租改正 」 に は じ ま っ た 。 明治

元年 （1868）12月，「お よ そ村 里に属 す る 土地 は 百

姓 の 所有 二 とな っ た
。 百姓 と い っ て も藩政期 の 高持

百姓 で あ る 。 さ ら に ，
4 年 9月 の

「
田畑勝手作」 ，

翌 5 年 2 月 の
「
田畑永代売買 の 解禁」，同年 7 月 の

じ ん し ん 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 え 　 と

「壬 申地巻 の 発行 」 と続 く。壬 申と は干支 をさす が ，

こ れ に よ っ て 各筆 に所有者 が確定 され，地巻証 を作

成 した 。 地巻証 に は，所在地 ， 地 番 ， 面積 ， 所有者

の ほ か 自己申告 に よ る 地 価が記入 され た 。

　地価は 国の 財政を左 右 す る最大 の 要素 で あ る。明
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一 5　 田区改正確定図

治 8 年の 国税総額 57025 千円に対 し， 地租は88．2％

を占め て い た 。 維新以降，政府 は 士族授産 ， 官製 の

殖産興業等増大す る支出 の た め ， 明治 6年 （1874）

7 月 「地租改正法」 を公布 し た。地価 の 再評価と地

価課税率 3％ とする も の で ある。 こ れ に地方税 が加

算 され る 。 壬 申地巻 と比較 し て ， 富山 ・石川 か ら滋

賀 ・三 重 を境に して 西は下が り東は上 が っ た とい う

か らお も しろ い
。

　や が て極度 の イ ン フ レ と な り， 政府 の 威信回復 の

た め明治14年 （1881）の 松方デ フ レ政策発動 と な る 。

経過 を米価 で 見れ ば，石当た り明治 6 年が 4 円73銭，

14年が10円49銭で 最高値，デ フ レ 政策発動 の 翌15年

が 8 円86銭 と急落 ， 田 区改正 の 実施年21年に は 4 円

91銭ま で 下落した。そ の 結果 ， 不在地主 を生 み ， 土

地持農民か ら小作人 へ の 転落が方 々 に 見ら れ た 。 石

川県内に も多 くの 記録が あ る 。

　 明治 20年代の 石 川農業は，農地面積76．9千町歩 ，

内水田 54．5千町歩 を自作農家50千戸 ， 小作農家46千

戸で 営まれ て い た （県内総戸数 151千戸）。 米 の 収量

は ， 同21年で 反当た り加賀1．6石 ，能登 1．8石 と現在

の 半分であ っ た。ま た ， 明治前期 の 県内の 土地改良
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事業は ， 幕末 に着工 され た数箇所 が初期 に完成 を み

るが， 18年 （1885）柴山潟 （現在 の 加賀市 を 中心

に ）で 115ha の 埋 立工 事に 着手 し た程度で あ る。た

だ し
， 土量不足 で 途中中止 され た 。

　2．2　田 区改正 を可 能に した諸要素

　なん と言 っ て も ， 当時 の 県令高村高俊 の政策で あ

る 。 石 川郡立模範農場にお け る実験 の 結果 ， 増歩率

7．8％ は即地租増加に な る 。 県令は 明治 20年10月に

奨励策 と し て ， 大蔵省 へ 地価据置許可伺 （5 か 年据

置許可） を提出 して い る。そ の理 由 と して
， 県全体

で 2330町歩 の 増歩 と 9 億 円弱 の 地価増加 が 見込ま

れ る と説明 し て い る。

　農事改良 も県政 の 基本 と説明 し て い る 。 当時の表
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ま ね 　　　　　 か　　　　　　　　　　いちぼ う

現 で い えぼ
，

「区劃狭隘 二 畦畔亦狭 ク且 ツ 迂 回 シ
ー眸

あた か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あた

恰 モ 児戯 ノ庭園ヲ見 ル ノ感 ナ キ能 ハ ス 加 フ ル ニ 水田
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 しゆう さい
バ
ー般排水溝不完全ナ ル為 メ終歳水 ヲ 湛へ 改良農具

使用 二 牛馬耕作ノ実行ヲ妨 ケ或ハ 生産肥料等 ノ 運搬
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 す く

二 労力 ト時間ヲ徒費 ス ル コ ト尠ナ カ ラザ ル 」 と あ る 。

　久兵衛 も農事改良を痛感 し て い tc。 明治20年安達

郡長 の 勧誘 を受 け ， 同年暮工 事失敗時 は費用の 久兵

衛負担，減収分は 久兵衛弁償等 で 閨係地主 32 名 が

「田形改良方定約證 」 に調印，翌年 3 月着工 し た 。

結果 は，大成功で あ っ た 。 工 事前後 の 比較で ， 1反

歩 当た り収 量 が 1 石 8 斗か ら 2 石 1 斗に ，
レ ン ゲ栽

培は40％か ら99％ にな っ た 。 なお ， 地主 の 同意は久

兵衛 の 同族高多 ・西本 ・
爪長三 家で約 5 割 の 土地 を

所有 し て い た こ とは大 きな要 因で あ っ た 。

　上安原村 で い ち早 く実施で きた理 由は，久兵衛 の

篤農的精神そ の もの で あ る が，久兵衛をそ こ に 至 ら

せ た事由 と し て ，次 の 2 点を 見逃が す事 は で きな い
。

　 第
一

は ， 水源系統 が最末端 で あ り ， 下流部に対 す

る配慮は ま っ た く必要 なか っ た。手取川扇状地下流

部は ， 古 くか ら 「江代米 」 制 度が あ っ た 。 上安原村

は ， 手取七 ヶ 用水支流 旧茶の 木用水 の末流にあ り ，

上 流 の 御経塚村に支払 わ れ て い た 。

　 「江代米」 とは ， 上流集落 に設置 され て い る下流村

の た め の 水路や 取水堰 の 用地代 と し て の 性格が強 い
．

制度 の 発生期は不 明で あ る が ， 寛政 3 年 （1790）に

藩か ら禁止令がで て い る。 し か し ， 現在 も
一
部継続

され て い る 。

　 第二 は ， 改作法 に 由来す る 「田地割制度」 で あ る。
　 　 　 　 く じ

単に地割閲替 とも い い
， 田 区改正 は こ の 制度を心 理

土 と 基礎，39− 3 （398）
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M3J （注）江代米は矢印の逆ゐ向に支払われた。

図
一2　江代米支払関係 と耕地整理 年

的 に うま く利用 で きた 。 上安原以降 ， 多 くの 地区は

定約書に 閹替が定め られ て い る 。

　田地割制度 を
一

口 に い え ば ，

「一に 地割或は碁盤

割 と も称 え ，

一
口 に地味甲乙 で き ， 百姓持高当 り不

同 と な る を以 て ，百姓 作配地平均に割 り 直 す を 言

う」 とな る 。 地割闡替は20年毎 と規定 され て い たが，

中間に手直 し もあ っ た。そ の 結果 ， 1筆 の 面積は全

国平均 180歩 に対 し石川県は 70歩 と小 さく， し か も

闥替は農地 を星散 させ た。また ， こ の 制度実施には

測量知識が必 要 で あ り， 方々 の 村 に測量技術者 が い

た 。 こ の こ とも田区改正 実施 の 要因 の
一

つ で あ る
。

　実施 され た区画形状は，辺長10× 18問か ら10x24

間が多か っ た 。 以降県内の
一

次整理 は， こ れ が基本

に なっ て い る。 こ の 形状に つ い て ， 明治33年酒匂常

明 は 「石 川県地方 に於 い て 7 ・8 畝の 流行す る は ，

之 よ り広 くす る と き地中の排水十 分な らず と思 うに

よれ り」 と述 べ て い る 。 工事方法 は ， 道路用排水路

を共 同事業で行 い
， 均平 は個人実施が多か っ た。

　明治32年 （1899） 3 月耕地整理 法が 公布 され た 。

法律制定 に は ， 石 川県が大き く関与 し て い る 。 法律

案は ， 事前 に農商務省書記官等 によ っ て 久兵衛 に持

参された 。 県 内の 実施状況は ， 法律制定時ま で 86箇

所 990町余歩 とな っ た 。

March ，1991

2．3　6代 目高多久 兵衛 とい う人

　久兵衛 は ， 嘉永 4 年 （1851） 4

代 目の 長男 と し て 生 まれ た 。 幼名

を幸太郎 とい う。 4 代 目の時，前

田候 の 鷹狩 の休憩所 を仰せ られ士

族にな っ て い る 。 家業 は ， 農地約

20町歩所有 し ， 自作 2 町歩 の ほか

質屋 ，白米小売業も営 むな ど経済

的 に裕福で あ っ た 。 し か し， 6 歳

の 時父 に死別 し て 継父 に育 て られ

た。 6 代目継承 に あた り， 継 父の

実子 と競 っ て 明治 3 年金沢藩庁 に

嘆願 して い る 。 こ の よ うに家庭環

境は決 し て よ くな か っ た 。

　 こ ん な 家庭 で あ りな が ら， 幼少

か ら勉強家で あ っ た 。 成人 し て ，

自宅に上安原小学校 を開設 し 自ら

教鞭を執 っ て い る。また ， 自宅に

農談会 を開設 し て農事改良に力 を

入 れた 。 田区改正 事業後 は ， 石 川県 をは じめ京都，

大阪，千葉 さ らに農商務省か ら耕地 整理 に関す る業

務 の 委嘱 を受 けた こ と は 当然 とい え る。 こ の ぽ か，

慈善事業に もカ を入 れ て い た 。

　久兵衛 に対 す る褒賞は ， 明治 23年第 5 回内国勧業

博覧会 に 「田区改正新 旧比較 図」 を出品 し て の 三 等

協賛賞 ， 29年 日本赤十字社特別社員 の 推挙， 32年大

日本農会紅白綬有功賞が あ り， 35年 1 月藍綬褒章 が

下賜 された 。 こ の よ うに 社会的 に認 め られ た久兵衛

で あ っ た が
， 明治40 （1907）年 1 月57歳で 他界す る

ま で ， 政界職は 22年 4 月 の 市町村制施行に よ る安原

村初代村長 の み で あ っ た 。
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